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開設の⽬的・概要　等
2013年末の久⼭町研究から認知症患者数は予想をはるかに上回るスピードで増加し、現在本邦に550万⼈、その前段階である軽度認知機能障害患者も
400万⼈となっており、⾼齢化社会の⽇本では最重要課題である。しかし、根本的治療法はなく、今後も増加することは間違いない。認知症の約2/3がアル
ツハイマー病(AD)であるが、⾎管障害性認知症、パーキンソン病(PD)関連認知症も存在するが、その病像は明らかではない。本講座ではこの課題に対し、
認知症外来患者数の最も多い当病院の特⾊を⽣かした臨床および基礎両⾯の研究を実施し、認知症病態解明、鑑別診断法確⽴、認知症関連スタッフ教
育を⽬指す。
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英⽂症例報告 1 Y Yamashita, Hatano T, Ogawa T, Daida K, Motoi Y, Hattori N. Steroid-Responsive Parkinsonism Caused by Cerebral Amyloid Angiopathy-Related
Inflammation. Mov Disord Clin Pract. 2020 Feb 13;7(3):329
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Sekijima Y, Morita M, Iwasaki A, Kusaka H, Tada M, Tanaka F, Sakiyama Y, Fujimoto T, Nagara Y, Kashihara K, Todo H, Nakao K, Tsuruta K,
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野中⾥紗、⽯川景⼀.、志賀孝宏、美濃部俊輝、中村亮太、⼤⼭彦光、服部信孝、⾚松和⼟ フィーダーフリー培養系iPS細胞中脳特異ドーパミン作動性ニューロン分化誘導法の特
性. 第19回⽇本再⽣医療学会総会 神奈川（横浜）　2020年3⽉12－14⽇

堀　敦詞、藍　智彦、本井　ゆみ⼦、⼀⾊　美和、⽥部　陽⼦、平⼭　哲、三井⽥　孝、認知症患者で新たに発⾒されたCLCN1, RYR2及びDCTN1遺伝⼦変異︓認知症患者にお
ける遺伝⼦検査から得た教訓. 動脈硬化学会　2020年10⽉23⽇から24⽇,京都

Uddin MN, Elahi M, Shimonaka S, Kakuta S, Ishiguro K, Motoi Y, Hattori N. Strain-Specific Autophagic Clearance of Seed-Dependent Tau aggregates
by Lithium ⽇本認知症学会　2020年11⽉26⽇〜28⽇　名古屋
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by Lithium Induced Autophagy, Alzheimer's disease. Alzheimer's Association International Conference 2020 July 27-31, Amsterderm, Online


